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2003 年度のパワーシステム事業部

の主 な製 品 開 発 は以 下 のとおりであ

る。 

太 陽 光 発 電 システム用 パワーコン

デショナは，小型 ・軽 量 化 に加え，機

能を限 定したオールインワンタイプ壁

掛け型の装置を製品化した。 

中 容 量 電 源 装 置 では,常 時 インバ

ータ給電方式の無停電電源装置（以

下 UPS という）の小型・軽量・高効率

を図 った「SANUPS」A23C シリーズを

完成した。 

小 容 量 電 源 装 置 では，並 列 冗 長

方式 UPS の「SANUPS」ASD シリーズ

を機 能 アップし，メンテナンス時 の信

頼性を向上させた。 

UPS の付随機器では，ネットワーク

対応用の LAN インタフェースカードを

機 能 アップし，性 能 向 上 と対 応 範 囲

の拡大を図った。 

 

 

 

 

太陽光発電システム用パワーコンディショナ「ＳＡＮＵＰＳ」Ｐ７３Ｄ１０３の開発 

 

太陽光発電システム製品の標準化，

パック化 が進 む中 ，パワーコンデショ

ナの標 準 化 ，小 型 化 ，および周 辺 回

路との一体化の要求が高まっている。 

今 回 開 発 し た パワー コ ンデ ショ ナ

「SANUPS」 P73D103 は従来機の自

立 ・充 電 機 能 を持 った多 機 能 形 を，

連系運転のみの機能とし，また，構造

もシステムの標 準 化 ，パック化 がしや

すいように壁掛け型を採用した。 

さらに，主 回 路 方 式 ，制 御 回 路 方

式を見直し，部品点数を大きく削減し

小型・軽量化が図れた。 

周辺回路については，太陽電池ア

レイを集約する接続箱，日射・気温を

取 り込 むためのトランスジューサを装

置内に内蔵した。 

装置容量は 10kW を製品化し，体

積，質量は周辺回路を含んだ従来機

種比で体積は 77%削減，質量は 65%

削減した。効率は接続箱機能を含ん

で，92%を達成した。 

これらにより，システム全 体 のコスト

低減に寄与できる装置となった。 

詳 細 については本 テクニカルレポ

ートの新製品紹介記事で紹介する。 

 

 

 

 

 

中容量UPS「ＳＡＮＵＰＳ」Ａ23Ｃの開発 

 

データセンタなどの通 信 用 器 材 へ

供給する電源は定電圧，定周波数の

要 求 が根 強 く，常 時 インバータ給 電

方式の UPS が必須である。一方，環

境保護の観点より，UPS の高効率化

が求められている。 

このような背 景 の中，常 時インバー

タ給電 方 式 UPS として，「SANUPS」

A23C を開発した。 

「SANUPS」A23C は，従来使用して

いたインバータ出 力 変 圧 器 を削 除 す

るとともに，蓄電池の電圧を可能な限 

 

 

り上げ，INV 入力部に直結することで，

直流を昇圧するチョッパ回路も削除し，

小型，軽量化および高効率化を実現

した。 

容量シリーズは，50kVA，100kVA，

200kVA を製 品 化 した。従 来 機 種 に

比 べて，体 積 で 30%の低 減 ，質 量 で

50%の低 減 が図 れた。効 率 は，このク

ラスではトップクラスの AC/AC 効 率

92%を達成した。 

詳細については，本テクニカルレポ

ートの新製品紹介記事で紹介する。  
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小容量ＵＰＳ「ＳＡＮＵＰＳ」ＭＯＤＥＬ ＡＳＤシリーズの機能アップ 

 

「SANUPS」MODEL ASD シリーズは

3.5 ｋＶＡのユニットを最大 4 台まで並

列運転でき，ユニット増設・並列冗長

運転ができる高信頼 UPS として 3.5～

14 ｋ VA のラインアップがある。 

本 UPS は並列冗長運転方式（Ｎ＋

１台）とすることにより，万一のユニット

故障時でもインバータ給電を継続でき

るが，従 来 機 ではユニット交 換 などの

メンテナンス時に一時的に保守バイパ

ス回路を併用する必要があった。 

 

今 回 ，インバータ保 守 メンテナンス

時の給電信頼度を向上させるため，イ

ンバータ部 のホットスワップ機 能 を付

加した。 

これまで，インバータ部の始動／停

止 は装 置 での一 括 操 作 であったが，

ユニット単位での操作を可能とした。 

これにより，保守メンテナンス時を含

め常 に安 定 したインバータ給 電 が可

能な，高信頼 UPS システムとすること

ができた。 

 

 

LANインタフェースカードの機能アップ 

 

当社では，UPS のネットワーク対応

のため，他社に先駆けて LAN インタフ

ェースカードを販売してきた。最近，ネ

ットワークのスピードや，シャットダウン

できるコンピュータの数により，従来の

LAN インタフェースカードでは，対応

できない場合が出てきた。 

今回，このような問題を解決するた

めに LAN インタフェースカードの機能

アップを行った。主な項目は以下のと

おりである。 

 

① 10Base-T だ け で な く 100Base 

-Tx に対応できるようにした。 

②シャットダウンできるコンピュータ

数を 10 台から 50 台に拡張した。 

③設定値のダウンロード・アップロー

ド機 能 により，導 入 時 の設 定 時

間を短縮できるようにした。 

④e-mail 送信だけでなく e-mail 受

信機能を付加し，監視端末の側

にいなくても携 帯 電 話 などで監

視ができるようにした。 

 

⑤UPS とシリアル信号だけでなく接

点 信 号 で 連 携 で き る よ う に し ，

LAN インタフェースカードを使用

できる UPS の範囲を広げた。また，

回 路 構 成 を 見 直 し て 材 料 を 約

35%低減した。 
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